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筆
者
は
国
立
台
湾
大
学
留
学
中
（
二
〇
一
六
年
九
月
―
二
〇
一
七
年
一
月
）
に
、

台
湾
に
お
け
る
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
の
受
容
に
関
す
る
資

料
調
査
を
行
っ
た
。
台
湾
の
日
本
語
文
学
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
、
安
部
公

房
が
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
論
文
と
し
て
は
、
黃
翠

娥
「
安
部
公
房
「
砂
の
女
」
論
」（
『
日
本
語
日
本
文
學
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
六

年
七
月
）
や
王
佑
心
「
安
部
公
房
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
論

―
内

S

在
す
る
翻
訳
の
創
造

―
」
（
『
台
灣
日
本
語
文
學
報
』
第
三
五
期
、
二
〇
一
四
年

六
月
）
、
邱
雅
芬
・
葉
從
容
「
中
國
大
陸
安
部
公
房
研
究
綜
述
」（
『
應
用
語

文
學
報
』
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。
研
究
書
と
し
て
は
、

「
文
化
翻
訳
」（cultural
translation

）
の
視
点
か
ら
安
部
を
扱
っ
た
王
佑
心

『
〈
文
化
翻
訳
〉
で
解
く
日
本
近
現
代
文
学

―
涙
香
、
漱
石
、
荷
風
、

公
房

―
』（
致
良
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
書
評
で
は
、
こ
の
日
本
語
の
研
究
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
安
部
公

房
が
台
湾
で
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
の
一
例
を
提
示
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
安
部
公
房
研
究
で
は
、
安
部
が
一
九
九
三
年
一
月
に
亡
く

な
り
、
『
安
部
公
房
全
集
』
全
三
〇
巻
（
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
一
月
―
二
〇
〇

◎
書
評

王
佑
心
著
『
〈
文
化
翻
訳
〉
で
解

く
日
本
近
現
代
文
学

―
涙
香
・

漱
石
・
荷
風
・
公
房

―
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

九
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
研
究
が

活
発
化
し
た
。
そ
の
た
め
、
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
年
）
や
宮
沢

賢
治
（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
年
）
の
よ
う
な
従
来
の
キ
ャ
ノ
ン
と
比
べ
る
と
、

作
家
の
伝
記
的
研
究
よ
り
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
（postcolonialism

）

や
メ
デ
ィ
ア
研
究
（m

edia
studies

）
の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」（
波
潟
剛
）
、
「
芸
術
運

動
」（
鳥
羽
耕
史
）
、「

」（C
hristopher

B
olton

）
、「
植
民
地
」（
呉
美
姃
）
、「
都

S
F

市
」（
苅
部
直
）
、「
映
画
」（
友
田
義
行
）
、「
マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ア
」（
木
村
陽
子
）
、

「
ネ
ー
シ
ョ
ン
批
判
」（R

ichard
F
.
C
alichm

an

）
、
「
水
の
表
象
」（
李
先
胤
）
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
坂
堅
太
）
と
い
っ
た
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

筆
者
は
「
比
較
文
学
」（com

parative
literature

）
や
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」（anarchism

）

の
視
点
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
、
取
り
上
げ
る
王
佑
心
『
〈
文
化
翻
訳
〉
で
解
く
日
本
近
現
代
文

学
』
で
は
、「
文
化
翻
訳
」
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、

「
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
台
湾
大
会
（
輔
仁
大
学
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
―
一
五
日
）
、
及
び
そ
の
国
際
誌
『
跨
境

日
本
語
文
学

研
究
』
第
三
号
（
高
麗
大
学
校

G
L
O
B
A
L

日
本
研
究
院
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
の
特

集
「
文
化
翻
訳
／
翻
訳
文
化
」
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
近
年
の
日

本
語
文
学
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
キ
ー
・
タ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

「
翻
訳
学
」（translation

studies

）
は
も
と
も
と
、
言
語
学
や
比
較
文
学
に

お
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
学
問
分
野
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
翻
訳
」

（translation

）
と
い
う
言
葉
は
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」（original

）
の
言
語
を
他

の
言
語
に
「
翻
訳
」
す
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
意
味
で
は
捉
え
ら
れ
て

は
い
な
い
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930-2004

）
や
ポ
ー
ル



・
ド
・
マ
ン
（Paul

de
M
an,

1919-1983

）

ら
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義

(Post-structuralism
)

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
／
「
翻
訳
」
の

二
項
対
立
は
内
部
か
ら
破
壊
さ
れ
、
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
不
可
能
性
が
示

さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
異
文
化
間
の
「
文
化
翻
訳
」
に
つ
い
て
、
レ

イ
・
チ
ョ
ウ
（
周
蕾
、

R
ey

C
how

）
が
『
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
へ
の
情
熱

―

中
国
・
女
性
・
映
画
』（P

rim
itive

P
assions:

V
isuality;

Sexuality,
E
thnography,

and
C
ontem

porary
C
hinese

C
inem

a,
1995

）

に
お
い
て
、
「
複
数
文
化
間
の
翻

訳
は
言
語
と
い
う
段
階
に
お
い
て
、
西
洋
が
東
洋
を
翻
訳
し
た
り
、
あ
る

い
は
東
洋
が
西
洋
を
翻
訳
し
た
り
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」
、
「
文
化
間
の
翻
訳
は
、
伝
統
か
ら
近
代
へ
、
文
学
か
ら
視
覚
性
へ
、

エ
リ
ー
ト
学
者
文
化
か
ら
大
衆
文
化
へ
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
か
ら
外
国
の
も
の
、

異
質
な
も
の
か
ら
土
着
の
も
の
へ
、
な
ど
な
ど
の
変
化
を
含
む
幅
広
い
行

為
全
体
を
包
含
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」（
「
民
族
誌
と
し
て
の
映
画
、
も
し

く
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
世
界
に
お
け
る
複
数
文
化
間
の
翻
訳
」（『
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
へ

の
情
熱

―
中
国
・
女
性
・
映
画
』
本
橋
哲
也
、
吉
原
ゆ
か
り
訳
、
青
土
社
、
一
九
九
九

年
七
月
）
二
八
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
文
化
翻
訳
」
で
は
映
画
や

テ
レ
ビ
と
い
っ
た
他
メ
デ
ィ
ア
や
大
衆
文
化
と
の
関
係
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

『
〈
文
化
翻
訳
〉
で
解
く
日
本
近
現
代
文
学
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
翻

訳
学
」
の
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
黒
岩
涙
香
（
一
八
六
二
―
一
九
二
〇

年
）
や
、
夏
目
漱
石
、
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
―
一
九
五
九
年
）
、
安
部
公
房

と
い
っ
た
作
家
と
「
翻
訳
」
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
序
章
「
〈
文

化
翻
訳
〉
を
い
か
に
問
題
と
す
べ
き
か
」
で
は
、
水
村
美
苗
（
一
九
五
一
年

―
）
の
『
私
小
説from

left
to

right

』（
新
潮
社
、
一
九
九
五
年
九
月
）
の
翻

訳
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
言
語
の
「
翻
訳
不
可
能
性
」
の
問
題
か
ら
、
異

質
な
「
他
者
」
の
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
他
者
」
の
言
語

や
文
化
を
自
分
の
言
語
や
文
化
に
取
り
入
れ
る
「
文
化
翻
訳
」
と
し
て
、

黒
岩
涙
香
に
よ
る
翻
案
、
夏
目
漱
石
の
留
学
、
永
井
荷
風
の
外
遊
、
安
部

公
房
の
文
化
的
越
境
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
「
翻
訳
」
」
で
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（W

alter
B
enjam

in,
1892-1940

）
か
ら
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
（H

om
i

B
habha,

1949-

）
に
至
る
翻
訳
論
が
概
説
さ
れ
た
の
ち
に
、
日
本
に
お
け
る

「
翻
訳
」
を
め
ぐ
る
言
説
の
歴
史
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ま

ず
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
翻
訳
者
の
使
命
」（"D

ie
A
ufgabe

des
Ü
bersetzers,"

1923

）

に
お
い
て
、
翻
訳
が
単
な
る
意
味
の
伝
達
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
「
言
語
の

他
者
性
」
と
「
差
異
の
意
味
付
け
」
を
と
お
し
て
テ
ク
ス
ト
内
の
新
た
な

意
味
を
産
出
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
説
さ
れ
る
。

次
に
、
バ
ー
バ
の
翻
訳
論
が
参
照
さ
れ
、
「
文
化
翻
訳
」
が
「
異
種
混
交

的
な
意
味
の
場
」
に
お
い
て
「
言
語
の
外
来
性
」
＝
「
翻
訳
不
可
能
性
」

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
よ

う
な
翻
訳
の
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
近
現
代
文
学
に
お
け
る
西

洋
文
学
の
翻
訳
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
坪
内
逍
遥
（
一
八

五
九
―
一
九
三
五
年
）
／
森
田
思
軒
（
一
八
六
一
―
一
八
九
七
年
）
の
翻
訳
に
お

け
る
「
目
標
言
語
重
視
」（
和
文
脈
）
／
「
起
点
言
語
重
視
」（
欧
文
脈
）
の

差
異
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
「〈
文
化
翻
訳
〉
の
出
発

―
起
源
と
し
て
の
探
偵
物
語

―
」

で
は
、
新
聞
『
萬
朝
報
』（
一
八
九
二
年
一
一
月
一
日
―
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日
）

を
創
刊
し
、
多
数
の
翻
訳
探
偵
小
説
を
掲
載
し
た
黒
岩
涙
香
が
論
じ
ら
れ



て
い
る
。
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
涙
香
の
翻
訳
小
説
で
は
な
く
、

む
し
ろ
創
作
小
説
『
無
惨
』（
小
説
館
、
一
八
八
九
年
九
月
）
に
お
け
る
「
文

化
翻
訳
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
探
偵
小
説
で
は
、
あ
る
殺
人
事
件
を
二

人
の
巡
査
、
谷
間
田
と
大
鞘
が
捜
査
す
る
と
い
う
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

捜
査
で
は
、
谷
間
田
が
「
証
言
」
を
重
視
す
る
江
戸
時
代
の
町
奉
行
所
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
な
調
査
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
鞘
は
西
洋

の
探
偵
小
説
の
よ
う
に
、
顕
微
鏡
を
用
い
た
科
学
的
な
調
査
を
行
う
。
そ

し
て
、
こ
の
顕
微
鏡
は
、
情
報
の
断
片
を
一
つ
の
物
語
へ
と
「
翻
訳
」
し

て
い
く
。
更
に
、
こ
こ
で
は
「
読
者
」
も
ま
た
、
事
件
の
「
解
明
」
＝
「
翻

訳
」
を
行
う
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
。

第
三
章
「
翻
訳
者
の
姿
勢
と
立
ち
位
置
へ
の
注
視
」
で
扱
わ
れ
る
の

ポ
ジ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
ィ

は
、
夏
目
漱
石
の
翻
訳
論
と
同
時
代
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
言
説
と
の
関
係
性

で
あ
る
。
同
時
代
で
は
、
二
葉
亭
四
迷
（
一
八
六
四
―
一
九
〇
九
年
）
が
ロ
シ

ア
文
学
の
原
文
に
忠
実
な
逐
語
的
な
「
起
点
言
語
重
視
」
の
翻
訳
を
行
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
森
鷗
外
（
一
八
六
二
―
一
九
二
二
年
）
は
逐
語
訳

に
満
足
せ
ず
「
目
標
言
語
重
視
」
の
日
本
語
で
翻
訳
し
た
。
そ
の
よ
う
な

翻
訳
を
め
ぐ
る
言
説
が
生
成
さ
れ
て
い
た
中
で
、
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
に
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（W

illiam
S
hakespeare,

1564-1616

）

の
研
究

者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
レ
イ
グ
（W

illiam
C
raig,

1843-1906

）
か
ら
学
ん
だ
漱

石
は
、
坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九
―
一
九
三
五
年
）
に
よ
る
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（H

am
let,

1601

）
の
日
本
語
訳
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
逍
遥
が
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
戯
曲
を
「
普
遍
的
な
も
の
」
と
見
な
し
た
の
と
は
違
い
、
漱
石
の

「
立
ち
位
置
」（positionality

）
が
、
西
洋
の
文
学
史
を
「
普
遍
的
な
も
の
」

と
は
見
な
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
を
単
数
的
な
意
味
に
は
還
元

し
な
い
翻
訳
観
を
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

第
四
章
「〈
文
化
翻
訳
〉
の
越
境

―
外
遊
者
の
風
景

―
」
で
は
、

1

永
井
荷
風
『
あ
め
り
か
物
語
』（
博
文
館
、
一
九
〇
八
年
八
月
）
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
か
つ
て
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
が
「
「
中
間
」
の
移
民
文
化
と
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
」
を
「
文
化
の
翻
訳
不
可
能
性
」
と
見
な
し
、
「
移
民
文
化
は
文

化
の
領
有
と
い
う
問
題
を
、
「
内
容
の
完
全
な
伝
播
」
と
い
う
同
化
主
義

者
の
夢
（
人
種
差
別
主
義
者
の
悪
夢
）
を
越
え
て
、
文
化
的
差
異
と
の
同

一
化
に
は
つ
き
も
の
の
、
分
裂
と
異
種
混
淆
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
過

程
へ
と
向
か
わ
せ
る
の
で
あ
る
」（
「
新
し
さ
は
い
か
に
世
界
に
登
場
す
る
か

―

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
空
間
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
時
間
、
文
化
翻
訳
の
試
練
」（
『
文
化
の

場
所

―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
位
相
』
本
橋
哲
也
、
正
木
恒
夫
、
外
岡
尚
美
、
阪

元
留
美
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
三
七
四
―
三
七
五
頁
）
と
述
べ

た
よ
う
に
、
こ
の
章
で
は
ア
メ
リ
カ
の
移
民
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
永
井
荷
風
は
一
九
〇
三
年
九
月
か
ら
一
九
〇
七
年
七
月

ま
で
ア
メ
リ
カ
を
外
遊
し
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
し
た
『
あ
め
り
か
物
語
』

を
一
九
〇
八
年
八
月
に
発
表
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
明
治
の
知
識
人
が

留
学
や
外
遊
を
す
る
の
は
、
当
時
の
「
中
心
」
で
あ
る
欧
米
で
あ
っ
た
が
、

荷
風
は
そ
の
「
中
心
」
の
内
部
に
「
周
縁
」
を
見
い
だ
し
て
い
く
。
具
体

的
に
は
、『
あ
め
り
か
物
語
』
で
は
都
市
空
間
の
「
風
景
」
を
描
く
際
に
、

当
時
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
「
周
縁
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
黒
人
や

移
民
、
労
働
者
が
「
中
心
」
／
「
周
縁
」
を
越
え
て
移
動
し
て
い
く
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
風
景
」
＝
「
地
図
」
は
、

外
遊
者
で
あ
る
主
人
公
の
「
文
化
翻
訳
」
的
な
ま
な
ざ
し
を
と
お
し
て
発

見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
っ
た
。
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で
は
、
安
部
公
房
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」（
『
近
代
文
学
』
一
九
五
一
年
二

S

月
号
）
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
で
は
、
主
人
公
の

S

「
名
前
」
の
喪
失
や
「
壁
」
へ
の
変
身
が
、
有
機
物
／
無
機
物
が
混
じ
り

合
う
異
種
混
淆
的
な
空
間
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
章
で
は
そ
の

よ
う
な
「
変
身
」
が
「
文
化
翻
訳
」
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

主
人
公
が
「
名
前
」
を
失
う
こ
と
が
自
己
の
「
翻
訳
不
可
能
性
」
と
し
て

見
な
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
作
品
内
で
「
カ
ル
マ
」
と
い
う
名
前
が
「
ア

ル
テ
」
や
「
ア
ル
マ
」
、
「
ア
ク
マ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
言
葉
遊
び
の
場

面
に
つ
い
て
は
、
「
等
価
翻
訳
の
不
可
能
性
」
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
主
人
公
が
「
世
界
の
果
て
」
に
逃
走
し
「
壁
」
に
変
身
す
る
場
面

で
は
、
「
人
間
の
言
語
」
か
ら
「
言
語
な
き
言
語
」
へ
の
「
翻
訳
」
が
行

な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
、
異
な
る
他
者
に
対
し
て
自
己
を
「
翻

訳
」
す
る
「
文
化
翻
訳
」
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
「

・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
」
に
お
け

S

る
「
名
前
」
の
喪
失
と
は
、
実
存
主
義
（existentialism

）
に
お
け
る
「
～

で
あ
る
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（identity

）
と
し
て
の
「
本
質
」（essence

）

の
喪
失
な
の
で
あ
り
、
こ
の
章
の
文
化
翻
訳
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
実

存
主
義
と
文
化
翻
訳
の
関
係
性
と
い
う
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
言
葉
遊
び
に
つ
い
て
は
、

安
部
が
影
響
を
受
け
た
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
（L

ew
is

C
arroll,

1832-1898

）

の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』（A

lice's
A
dventures

in
W
onderland,

1865

）

に

お
け
る
言
葉
遊
び
を
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（G

illes
D
eleuze,

1925-1995

）

の
『
意
味
の
論
理
学
』（Logique

du
sens,

1969

）
に
お
け
る
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
論
を
媒
介
に
し
て
対
比
し
、
そ
の
「
文
化
翻
訳
」
を
論
じ
て
も
面
白

い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
研
究
書
で
論
じ
ら
れ
た
「
文
化
翻
訳
」

と
い
う
視
点
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
の
新
た
な
読
解
可
能
性
が

提
示
さ
れ
る
の
だ
。

こ
の
日
本
語
の
研
究
書
が
台
湾
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
台
湾
に
お
け

る
日
本
語
文
学
研
究
に
「
文
化
翻
訳
」
と
い
う
新
た
な
視
点
が
紹
介
さ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
統
治
期
台
湾
の
日
本
語
文

学
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
「
文
化
翻
訳
」
か
ら
論
じ
る

可
能
性
も
提
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
留
学
し
た
台
湾
人
作
家
た
ち
の

作
品
も
ま
た
、
格
好
の
「
文
化
翻
訳
」
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
レ
イ
・

チ
ョ
ウ
が
論
じ
た
よ
う
な
大
衆
文
化
や
メ
デ
ィ
ア
間
の
「
文
化
翻
訳
」
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
こ
の
研
究
書
の
目
次
を
掲
載
し
て
お
く
。

○
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次
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翻
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」
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第
五
章
「
〈
文
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翻
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〉
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越
境

―
内
在
す
る
翻
訳
の
創
造

―
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終
章

「
〈
文
化
翻
訳
〉
に
見
た
日
本
近
現
代
文
学
の
創
造
力
」

（
二
〇
一
四
年
九
月

台
北
・
致
良
出
版
社

二
〇
九
頁

二
二
〇
元
）

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）


